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経済のグローバリゼーションは、国民

国家の枠組みを揺るがし、多国籍企業の

影響力の増大やＥＵなどの地域統合の進

展は、その役割の見直しを迫っている。

また、他方では、地球環境問題への政策

対応のための国際的メカニズムの中で、

世界の国々がどのような役割を果たすの

かという問題が重要となっている。しか

し、この環境問題を考える上で南北間の

所得格差の拡大を見逃がすことはできな

い。いま世界の所得格差は、これまでに

ない程に拡大している。上位２０％の高所

得層と下位２０％の低所得層との経済格差

は、１９６０年の３０対１から１９９７年には

７４対１となっており、それは２倍以上に

も拡大している。貧困との闘いは、環境

問題を解決するための前提であることを

忘れてはならない。

１９９２年、ブラジルのリオデジャネイ

ロで環境と開発をめぐる地球サミットが

開催され、２１世紀に向けた人類の行動計

画として「アジェンダ２１」が採択された。

また１９９７年、地球温暖化防止のために

京都会議が開催された。これらは、グロ

ーバルな環境問題と人類との共生という

大テーマへの取り組みとして、全世界的

な取り組みの強化・推進があってしかる

べきものである。

一方、個人化とはあらゆる束縛から自由

になることであり、個々の能力に基づいた

自分だけの将来設計ができる時代の到来を

想起させるものである。多様性、柔軟性、

移動性などの言葉と共に、新しい時代の到

来を告げるシンボルにもなっている。

しかし、グローバル化と個人化がもた

らそうとしているものは、実は地球規模

での共生でも、個人の自己実現でもなさ

そうである。その本当の狙いとは、再び

革命的なダイナミズムをもつに至った資

本主義を国家の規制なしに発展させるこ

とであり、すべての社会関係を個人間の

競争的な市場に変え、その結果、弱者を

淘汰していくためのシステムと受け止め

ざるを得ない状況にいま世界はおかれて

いる。９０年代後半には、「グローバルな

危険社会の到来」といったイメージは後

退し、インターネット、電子商取引、情

報技術革命などの肯定的な未来社会論が

中心にとって変わっている。

２０世紀型工業社会の経済システムは、

ベルトコンベアによる大量生産と一律的

な労働管理であった。個人化の領域は極

めて限られていた。しかし、８０年代後半

には、少量・多品種生産への転換がされ、

フレキシブルな生産や労働者の主体的な

参加の意義などが議論された。その後、

就業や労働時間も一律的な規定ではなく、

労働時間短縮と共に、個人のライフステ

ージにあった就業や、生活サイクルに合

致した個別の就業時間の可能性が追求さ
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れてきた。しかし、確かに一部の者にと

ってそれは現実となったものの、大部分

の勤労者にとっては未だにそうなっては

いない。

一方、経済・社会システムの日米欧比

較において、日本は「企業社会」、アメリ

カ・イギリスは「市場社会」、ヨーロッパ

は「労働社会」といわれて続けてきた。

また、その経済社会の中心的な担い手で

ある企業の社会的な存在や役割について

は、アメリカ・イギリスが「株主的価値

観」に立っているのに対し、日本やドイ

ツ・フランスでは「全利害関係者のため」

としていたが、９０年代後半以降は前者が

資本主義のグローバルスタンダードとし

て、後者に価値観の転換を迫るものとな

っている。経営者の多くが、アメリカ的

な短期的収益をめざすようになっており、

企業内福祉や雇用を重視する日本的経営

は、前者に置き換えられつつあるように

も思える。パート労働、派遣労働、契約

社員など、雇用関係も多様化してきてお

り、その分、正規社員が減少しているこ

とに留意しなければならない。

今、世界各国の労働組合は反グローバ

リズムの主張に満ち溢れている状態にあ

る。しかし、この堰を切ったような流れ

が止むことは期待できないだろう。われ

われは、法制度を含め雇用・労働の環境

が激変するなかで、こうした課題に的確

に対応していける「２１世紀型の労働運動

確立」が急務であることを自覚しなけれ

ばならない。もしそうでなければ、社会

的アジェンダとしての労組の社会的な位

置づけに、誰も見向きしなくなるのでは

ないだろうか。

グローバル化、
個人化の帰結と労組の対応

今回は基幹労連加盟のＪＦＥスチール株式会

社の東日本製鉄所京浜地区を訪問。ＪＲ川崎駅

前からバスで水江行きに乗車、２０分程の終点

で下車、道路の向かい側に組合会館がある。組

合の車に乗せていただき、海底トンネルを通り、

扇島エリアを見学させて頂いた。東京の新たな

可能性として脚光を浴びる“ウォーターフロン

ト”京浜エリア。その海上に浮かぶ東西３㎞×

南北２㎞の６００万㎡の巨大な人工島扇島が、こ

のＪＦＥ東日本製鉄所京浜地区の中心である。

ここから今日の社会を支えるさまざまな鉄鋼製

品が作られている。原料受け入れから出荷まで

一直線に配備された合理的レイアウトと最新鋭

設備、人と環境に優しい、緑あふれる２１世紀

のエコ製鉄所である。

ＪＦＥスチール株式会社東日本製鉄所京浜地

区の創業は１９１２年（明治４５年）の日本鋼管株

式会社の設立に遡る。１９１４年に第１号平炉で

初出鋼し、継目無鋼管の製造営業を開始した。

１９６８年川崎・鶴見・水江３製鉄所の統合によ
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◆２００６年の１月、第３７回労働リーダーシップコースが１１
日から２８日まで京都で開校。竹中校長は、今回は『原点に
立ち返ろう』と呼びかけた。◆昨年末から戦後６０年を振り
返る映画に人気集まる。「男たちの大和」、「Always 三丁目の
夕陽」がそれだ。労働組合も６０周年を迎えるところが多い。
今の賃金・処遇制度も昔からあったわけではない。戦後何も
ないところから、労働組合の先輩たちが、地道な労使交渉の
なかで一歩一歩勝ち取ってきた汗の結晶であることを忘れて
はなるまい。◆春季生活闘争も３月１５日のＪＣ集中回答日

をめざし、いよいよ本番迎える。時代のニ
ーズにあった新たな生活闘争を力合わせて
勝ち取っていきたい。◆「金こそすべて」と豪語し
ていたライブドアの堀江社長が風説流布、偽計取引などの容
疑で逮捕。改めて企業の社会的責任、企業経営者のモラルが
問われている。その中で労働組合の「チェック機能」もます
ます重要に。◆石田光男教授は、労働リーダーシップコース
のコメントの中で、組合は、「役回りとして言わなくてはいけ
ないことを敢えて言い切る勇気と責任が大切」と強調。（美）

り、京浜製鉄所が発足。７

１年扇島建設工事起工。７

６年扇島稼動。８８年会社

の呼称を「ＮＫＫ」に統一。

９６年使用済みプラスチッ

ク高炉原料化システム開

始。９９年表面処理事業及

び溶接管事業を分社化。２

０００年継目無鋼管事業を

合併会社化。２００３年Ｎ

ＫＫと川崎製鉄の合併によ

りＪＦＥスチール㈱東日本

製鉄所の京浜地区に改称。

東日本製鉄所は、東京湾を

挟んで神奈川県内の旧・Ｎ

ＫＫ部分を京浜地区、千葉

県にある旧・川崎製鉄部分

を千葉地区と呼称する。

鉄は、鉄鉱石、石灰岩、

石炭から作られる。鉄鉱石

は、高炉に入れる前に、コ

ークスや石灰岩と混ぜ、焼

き固めて焼結鉱にする。ま

た石炭は、コークス炉で蒸し焼きにして還元剤

となるコークスにする。鉄鉱石や焼結鉱は、コ

ークスとともに高炉の上から入れられます。炉

の下からは１２００℃の熱風を酸素と一緒に吹き

込んで鉄鉱石を溶かす。炉の中では鉄鉱石の不

純物（スラグ）が上に浮かび、重い鉄分（銑鉄）

が下にたまり、これを取り出す。銑鉄は固くて

もろいので、そのままでは加工できないため、

予備処理および転炉で不純物を取り除き、加工

しやすく強い鋼に作り変える。京浜地区では、

昭和初期に「日本式トーマス製鋼法」を発明、

ドイツのデマーグ社からトーマス転炉を購入し

て稼動させた。この転炉は鉄鋼増産に多大な威

力を発揮、わが国鉄鋼業界から大きな注目を集

めた実績がある。

高温で、重量かつ大規模なため、今は、ほと

んどの工程がコンピュータ制御されているが、

温度測定など人の手が必要な部分もまだある。

表紙は、鉄鉱石を溶かした、成分調整前の銑鉄

の温度測定をしているところである。日本のも

のづくりの基盤である素材産業のダイナミック

さに圧倒されて、工場を後にした。（美）

高炉から運んできた銑鉄を巨大釜から転炉に移す工程。
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